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ＥＶ・ＰＨＶを活用したスマートハウス
の取り組み

２０１３年１２月２０日

トヨタホーム株式会社

伊藤 桂一

ＥＶ・ＰＨＶタウンシンポジウム－ｉｎ－青森講演
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春日井事業所 [ 稼動 ’87～ ] 、山梨事業所[ 稼働 ’91～]
栃木事業所 [ 稼働 ’89～ ] 

工法

トヨタホームについて

３事業所（生産能力：約５，０００戸／年）で展開

販売拠点

生産拠点

鉄骨ユニット

（工場で８５％組み付け、耐震性に優れる）

北海道、日本海側、四国を除く２７都府県で

２０の販売店を展開（熊本カンパニー開設：２０１３年１１月１日）
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販売拠点

1

2

3

4
56

7

トヨタホームとうほく ■
トヨタホーム茨城 □
トヨタホーム北関東 ■
トヨタホームちば ■
トヨタホーム東京 ■
トヨタホーム山梨 □

トヨタホームしなの □
トヨタホーム岐阜 □
トヨタホーム東海 □
富士湘南トヨタホーム □
トヨタホーム愛知 □

トヨタホーム名古屋 □
トヨタホーム三重 □
トヨタすまいるライフ ■

1

東北・関東地区
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中部地区
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トヨタホーム㈱

11

12

12

13

13

14

14

15
1617

18

19

関西･中国･九州地区

トヨタホーム近畿 ■

トヨタホーム岡山 □
トヨタホーム広島 □
トヨタホームつくし ■
トヨタホーム
さい京カンパニー（直販）◆

販売地域 : 宮城県～大分県

■販売店（子会社）:   7社
□販売店（その他）:  12社

トヨタホームについて
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二
酸
化
炭
素
濃
度

化石燃料消費によるＣＯ2濃度増加

ツバル共和国



7／４５

■温室効果ガス排出量の削減目標

国の施策はCO2削減の更なる強化の方向

1358

1990年 2005年

住宅
127

174 172 90

1260 1286

▲25％

▲80％

百万ｔ‐CO2／年 1990年排出量

日本の温室効果ガス削減目標日本の温室効果ガス削減目標

▲6％

2012年
(京都議定書目標)

2020年 2050年
(政府目標:見直し中)

■住宅（家庭部門）で、2020年目標達成の絵姿（小沢環境相試案2010/3）

対象 2005年 2020年

断熱性能
新築住宅 次世代基準達成率 ３０％ 次世代基準達成率 １００％

既存住宅 次世代基準達成率 ４％ 次世代基準達成率 ３０％

高効率給湯器 新築・既存 50万台 １％ 1,640万台 ３３％

太陽光発電 新築・既存 114万kw（26万戸） ０.５％ 2,440万kw（1千万戸） ２０％

2008年



8／４５ＣＯ２削減ニーズＣＯ２削減ニーズ

全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/)の図表をもとに作成

産業部門・運輸部門は減少傾向なるも，家庭部門は

’90年比４８.１％増加

スマートハウス

開発の背景

スマートハウス

開発の背景

[産業部門]

直近の増加はリーマン

ショック後の景気後退
からの回復

[家庭部門]

・世帯数の増加

・家庭用機器の大型化
・多様化

１９９０年 ２０００年 ２０１１年

家庭部門 ４８．１％増
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『東日本大震災後：エネルギー施策の大転換』

①原発の安全性について疑問

－電力不足の懸念 電力料金の値上げ

－クリーンエネルギー利用の加速

（メガソーラー／風力発電／地熱発電）

②国民の “節電意識・省エネ商品選定”指向の定着

電力需給問題
スマートハウス
開発の背景

風力発電 メガソーラー
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自動車メーカー各社から、続々とＥＶ・ＰＨＶ車が発売（’12年10月時点）

種 別 EV EV

メーカー
車 種

三菱自動車工業㈱ 日産自動車㈱

i‐MiEV（G） リーフ

写 真

普通充電
（満充電時間）

急速充電
（80%充電時間）

バッテリー
容量

100V(14時間)

200V(7時間)

100V(16時間)

200V(8時間)

対 応

(約30分)

対 応

(約30分)

16kWh 24kWh

発売： ‘11年7月～
発売：‘10年12月～

※上記写真・数値は各自動車メーカーのホームページより引用

自動車技術の変化自動車技術の変化

トヨタ自動車㈱
プリウス PHV

100V(約3時間)

非対応

発売： ‘1２年１月～

4.4kWh

200V(約1時間30分)

スマートハウス

開発の背景

スマートハウス

開発の背景

ＰＨＶ EV

トヨタ自動車（株）

ｅＱ

100V(８時間)

200V(３時間)

対 応
（約１５分）

12kWh
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ＰＨＶ・ＥＶは家庭内電力消費に大きな影響を及ぼす

給湯
２０％

暖冷房
１３％

ＰＨＶ車
充電
17％ 家電

４５％

次世代車両の普及次世代車両の普及

（算出条件：東京都／次世代省エネ基準住宅135m2／ ４人家族／オール電化）

家庭の電力消費予測

用途別消費予測

トヨタホーム
ＥＣＯモデル

＋車充電

(kWh)

0

4

8

12

16

20

ＰＨＶ車
充電

家電

ＥＶ

スマートハウス

開発の背景

スマートハウス

開発の背景

給湯

冷暖房冷暖房 冷暖房

給湯

家電
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◇スマートグリッドに向けて（2020年頃）

太陽電池

Battery

HEMS

PHV,EV
Battery

スマートセンター

通信

スマートグリッド 住宅側の関わり方
スマートハウス
開発の背景



13／４５

「スマートハウス」（賢い家）とは

家庭内のエネルギー利用を，ＩＴ（情報通信技術）を用いて

最適にコントロールし、 エネルギーの自給自足を目指す

次世代型の住宅（ＺＥＨ：ＺＥＲＯ ＥＮＥＲＧＹ ＨＯＵＳＥ）。

トヨタホームは，エネルギー以外の分野（例：健康・安全）

でもＩＴを用いたスマートハウス化を目指す。

スマートハウスとは
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１９９０年頃の
木造住宅 ① CO2半減

②CO2収支ゼロ、水道・光熱費ゼロ

③エネルギーが溢れ出る

-2.0

-1.0

0.0
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照明家電

ＰＨＶ

約1万km/年 相当

→「スマートハウス」の実現

冷暖房

給湯

調理
上下水

トヨタホーム
一般モデル

（オール電化）

余剰電力

トヨタホーム
ECOモデル

（ECO家電・ECO生活）

太陽光発電5.6kW

太陽光発電6.6kW「エネルギーの地産地消」

＆「家も車もＣＯ２（エネルギー）ゼロ」

＋高断熱化
＋高効率給湯器

（ｵﾘｼﾞﾅﾙｴｺｷｭｰﾄ）
＋熱交換換気
＋高効率空調機

＋ＨＥＭＳ
（ECO生活）

＋日射制御
＋通風促進
＋高効率照明
＋ECO家電

環境技術

開発戦略

環境技術

開発戦略 ＣＯ２（エネルギー）削減シナリオＣＯ２（エネルギー）削減シナリオ
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省エネ

エネルギーを

効率よくつかう

創エネ

エネルギーを

つくり

・太陽光発電

・燃料電池

スマートハウス

調エネ

エネルギーの流れ

をコントロール

蓄エネ

エネルギーを

ためる

・蓄電池

・ＥＶ・ＰＨＶ

・エコキュート

・省エネ住宅（高断熱）

・省エネ家電

・省エネ設備

ＨＥＭＳ（ＨＯＭＥ ＥＮＥＲＧＹ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ ＳＹＳＴＥＭ）

スマートハウスの構成
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「ＨＥＭＳ（Home Energy Management System）」とは

ＨＥＭＳは、建物全体のエネルギー供給や需要の状況を総合的に
把握し、機器や設備の運転を効率的に行い、総合的に省エネル
ギーを実現するためのシステム
独立行政法人 国立環境研究所HPより http://tenbou.nies.go.jp/science/description/detail.php?id=17

ＨＥＭＳ（Home Energy Management System)ＨＥＭＳ（Home Energy Management System)

ＰＨＶ・ＥＶ

エネルギーの見える化

ＨＥＭＳの基本機能

エネルギー制御

エコキュート・ＦＣ

太陽電池

ＨＥＭＳ

照明・空調など

バッテリー

蓄電池

スマートセンター

通信

トヨタホームの

環境に対する取り組

トヨタホームの

環境に対する取り組
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ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ

発電量と消費量が一目で分かる 光熱費が一目で分かる

部屋毎の消費電力をチェック 時間毎のエネルギ消費量を表示

ＨＥＭＳの表示ＨＥＭＳの表示

エネルギーの見える化

：トヨタホームの特徴
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青森県

六ヶ所村

尾駮小学校
（建設中）

タウンセンター
建設予定地

住宅建設地：尾駮レイクタウン北

・六ヶ所村が開発中の分譲地

・総区画数：307区画 実証用住宅
建築地

実証地域実証地域

蓄電池併設型 二又風力発電所

（日本風力開発グループ）

・風力発電：51MW(1500ｋW×34機)

・蓄電池：34MW

六ヶ所村ＰＪ六ヶ所村ＰＪ



20／４５プロジェクト全体概要プロジェクト全体概要

出典：日本風力開発、トヨタ、パナソニック電工、日立製作所４社合同リリースより

http://www2.toyota.co.jp/jp/news/10/09/nt10_053.pdf

六ヶ所村ＰＪ六ヶ所村ＰＪ



21／４５発電･蓄電設備発電･蓄電設備六ヶ所村ＰＪ六ヶ所村ＰＪ

風力発電
太陽光発電

ＮＡＳ蓄電池
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『トヨタホーム（２棟）』『トヨタホーム（２棟）』

蓄電付HEMS

太陽光発電

エコキュート

省エネ 蓄エネ創エネ

Q値:1.6

高断熱・高気密 熱交換換気

プリウスPHVプリウスPHV

PHV充電
スタンド

10Kw
次世代省エネ基準

Ⅱ地域1.9

六ヶ所村ＰＪ六ヶ所村ＰＪ トヨタのスマートハウストヨタのスマートハウス



23／４５トヨタのスマートハウストヨタのスマートハウス六ヶ所村ＰＪ六ヶ所村ＰＪ

PHV・EV充電スタンド



24／４５

HEMS画面

トヨタのスマートハウストヨタのスマートハウス

%
%
%

子供室LD
20 W

２Fホール

50 W

蓄電
20 W

エコキュート

4,000 W

PHV

2,400 W

キッチン
10,100 W

LD

500 W

和室
20 W

１Fホール

50 W

主寝室

20 W

子供室K
200 W

屋外
100 W

EV走行

可能距離
km40 9.5

六ヶ所村ＰＪ六ヶ所村ＰＪ
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スマートフォン・デジタルTV

トヨタのスマートハウストヨタのスマートハウス六ヶ所村ＰＪ六ヶ所村ＰＪ
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2010年4月 経済産業省が「次世代エネルギー・社会システム実証地域」として、

横浜市、東芝、日産自動車、

パナソニック、東京電力、東京ガス、

アクセンチュア、他

豊田市、横浜市、けいはんな学研都市、北九州市の４都市を選定

横浜市
「スマートシティプロジェクト」

北九州市、新日本製鐵、日本IBM、

富士電機システムズ、他

北九州市
「次世代エネルギーパーク」

京都府、関西電力、大阪ガス、

関西文化学術研究都市推進機構、

他

けいはんな学研都市
「エコシティプロジェクト」

豊田市、トヨタ自動車、トヨタホーム、

デンソー、シャープ、

中部電力、東邦ガス、DI、他

豊田市
「低炭素都市実証プロジェクト」

参加会社

参加会社

参加会社

参加会社

選定地域選定地域豊田市ＰＪ豊田市ＰＪ
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豊田市

高橋地区：スマートハウス（39戸：完売）

東山地区：スマートハウス（28戸：完売）

豊田市での実証実験豊田市での実証実験豊田市ＰＪ
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町並み （13年7月現在）

｢スマートコミュニティ豊田東山｣｢スマートコミュニティ豊田東山｣

ﾓﾃﾞﾙ棟
（１１年6月オープン）

豊田市ＰＪ
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ＰＨＶ・ＥＶ充電装置

蓄電池（５ｋＷｈ） 家庭用燃料電池
（エネファーム）

ヒートポンプ給湯器
（エコキュート）

省・蓄・創エネ実証機器省・蓄・創エネ実証機器

太陽光発電（３．２ｋＷ）

豊田市ＰＪ
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◆PHVやEVを利用しない時（駐車中）は、クルマの蓄電池を家庭用
蓄電池として有効利用するシステム （Ｖ２Ｈ）

PHVから家へ放電

再生可能エネルギーの一層の活用再生可能エネルギーの一層の活用

車載電池と系統電力間の効率的なエネルギー活用

余剰分

自家消費

00 7 9 17 23
時

バッテリー

バッテリー
充電 放電

太陽光発電

豊田市ＰＪ
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32／４５トヨタホームのスマートハウス－Ｆｅｅｌａｓ

深い軒下

緑のカーテン

ﾌﾙﾊｲﾄｻｯｼ
太陽光発電

落葉樹を活用



33／４５スマートハウスアイテムスマートハウスアイテム

太陽光発電

高耐久外装＆構造体

非常時給電
システム

通風・採光促進日射制御

ＨＥＭＳ

エコキュート蓄電池EV・PHV充電器

蓄電池

ラ・ロック
(CP電気錠)

スマートセンター

スマホ連携
スマート・エアーズ

エネファーム

スマートハウス

の商品化

スマートハウス

の商品化

断熱強化
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■「連携機器の操作」：複数の機器のリモコン機能を集約

リモコンを一体化することにより、インテリアもすっきり
「毎日使ってもらう、見てもらう」効果も期待

太陽光発電 エコキュート PHV・EV充電

ＨＥＭＳ／機器リモコンの集約ＨＥＭＳ／機器リモコンの集約

蓄電池 全館空調

スマートハウス
の商品化
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エネルギー機器の制御

ＨＥＭＳの機能ＨＥＭＳの機能

ＰＨＶ・ＥＶ

エネルギーの見える化

ＨＥＭＳの基本機能

エネルギー制御

エコキュート・ＦＣ
（風呂）

太陽電池

ＨＥＭＳ

バッテリー

蓄電池

スマートセンター

通信

分電盤

照明・空調など

スマートハウス
の商品化



36／４５

【おやすみ蓄電モード】
コストの安い深夜に充電し，夜間に利用

0

１

２

0 7 9 17 23
時

kWh

EV・PHV エコキュート 蓄電池

余裕がある
夜間電力

蓄エネ機器

ＨＥＭＳ／制御ＨＥＭＳ／制御

太陽光発電

スマートハウス
の商品化



37／４５

【おやすみ蓄電モード】 【おひさま蓄電モード】
太陽光発電を中心に充電し，夜間に利用

0

１

２

kWh

0 7 9 17 23
時

0

１

２

0 7 9 17 23
時

kWh

太陽光発電

EV・PHV エコキュート 蓄電池

余裕がある 不足

蓄エネ機器

ＨＥＭＳ／制御ＨＥＭＳ／制御

コストの安い深夜に充電し，夜間に利用

スマートハウス
の商品化



38／４５

【ピークカット制御 「無し」】
料金の安い時間帯に動作が集中

17 23
時

kWh

深夜電力

【優先順】
都度変更可能

ＨＥＭＳ／制御ＨＥＭＳ／制御

0 7 9

【ピークカット制御 「有り」】
優先順の低い機器（例：蓄電池）の動作時間をシフト

0

１

２

３

４

５

６

16

蓄電池EV・PHV

17 23
時

kWh

深夜電力

0 7 90

１

２

３

４

５

６

16

> >
家電

ピークピーク

蓄電池

エアコン

食器洗乾燥機

洗濯乾燥機

スマートハウス
の商品化



39／４５

スマートフォンタブレット端末

トヨタスマートセンター

メール ロードサービス

消防署 レストラン 地図

メインテナンス案内 観光施設

交通情報 天気予報

ＧＰＳ

レクサス・トヨタ・マツダ・スバル・
ダイハツ車 トヨタスマートハウス

トヨタスマートセンター（車ー家ーモバイル端末）ネットワーク

ＨＥＭＳ

車両盗難追跡 警備員派遣

カーナビ

帰宅お知らせ

機器確認・リモート操作

省エネレポート・アドバイス

赤字：住宅向けサービス

ＰＨＶ
ＥＶ



40／４５

トヨタスマートセンター

スマートフォン

ＨＥＭＳ

玄関電子錠

エコキュート

施錠・個人別
帰宅確認

お湯はり

窓施錠モニター

エアコン

外出先から住宅機器操作・状態確認

ＨＥＭＳ／センター連携機能



41／４５

PHV・EV
（G-Book車）

HEMS

HEMS連携

充電器
①

②

ＨＥＭＳ／クルマとの連携制御ＨＥＭＳ／クルマとの連携制御

トヨタスマートセンタ



42／４５非常時給電システム



43／４５目 次

１．トヨタホームについて

２．取り巻くエネルギー環境
（スマートハウス普及推進の背景）

３．スマートハウス実証プロジェクト
（六ヶ所村Ｐ・豊田市Ｐ）

４．トヨタホームのスマートハウス

５．スマートハウスのこれから
（ＥＶ・ＰＨＶとの関わり）



44／４５インナーガレージの進化

小型モビリティ
（ＥＶ）トヨタ車体

車（ＥＶ）がそのまま家に入る（排気ガスゼロ）
楽々乗降り・荷物の載せ降ろし

スマートハウスの

これから 快適・健康



45／４５
スマートハウスの

これから 環境 非接触給電システム（蓄える）



46／４５

ご清聴ありがとうございました。


